



































An Effective Teaching Method of Life Support Skills



































































































































































































































































































13 , 14  他職種の役割と協働（坐薬、浣腸、留置カ
テーテル含む）（講義、演習）
15  まとめ
７．結　　論
①授業目標は、学生の到達目標の姿が明確になる
ように設定する。その際には、上・中・下位に具体
化する。
②排泄の意義、解剖・生理的機序について授業開
始時に教授する。
③相手の立場に立って共感できるよう、おむつ着
用による排泄体験を導入にいれた後にグループワー
クをする。
④学生参加型の授業形態を組み込む。
⑤他職種の役割と協働については、１コマ分プラ
スして２コマにする。
⑥成功事例を検討することでＩＣＦのアセスメン
トについて学ぶ機会とする。15回の授業進行の後半
に入れ、総合的に検討できるようにする。
８．今後の課題
旧カリキュラムのなかでの排泄介護の授業計画で
は、排泄や排泄介護に関する知識は基本的な技術習
得の域を出ていなかったといえる。介護実習では、
授業の知識が生かされ活用されていなかった。今回
使用した事例では知識を統合するために情報不足が
課題となったが、実際に基づいた成功事例を使用し
ての授業展開に焦点を当てることが重要であると再
確認した。学生がこれまで学んできた知識技術を統
合することで自立支援にもとづきながら考察する機
会となる。介護実習と授業の統合を図るために、学
生が利用者をイメージすることができるように、学
内での事例検討は重要であると考える。
今後は、介護職として利用者に行われている排泄
介護について関心が持て、その人らしい生活の中で
の排泄介護が考えられる。また、利用者に行われて
いる排泄介護の状況が適切かどうか考えることがで
き、日常生活の機能拡大が図れるような具体的な工
夫ができる。それらを、どのように評価していくか
ということが検討課題として残された。
社会に求められる介護福祉士の役割は、今後も拡
大していくものと思わる。したがって、今回の結果
もさらに検討しながら、介護福祉士の将来像を見据
えて生活支援技術の教育を研究していきたい。
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